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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第109期
第2四半期

連結累計期間

第110期
第2四半期

連結累計期間
第109期

会計期間
自 2022年4月 1日
至 2022年9月30日

自 2023年4月 1日
至 2023年9月30日

自 2022年4月 1日
至 2023年3月31日

売上高 (百万円) 39,562 44,174 89,253

経常利益 (百万円) 348 2,415 1,885

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 1,041 1,356 1,319

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,051 2,690 3,296

純資産額 (百万円) 58,182 60,295 58,629

総資産額 (百万円) 84,967 93,307 93,268

1株当たり四半期(当期)純利益 (円) 21.83 28.97 27.86

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 21.47 28.51 27.41

自己資本比率 (％) 54.2 51.3 49.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,181 535 260

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,275 △1,640 1,349

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △6,600 △1,896 △5,072

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 12,927 9,766 12,718
 

 

回次
第109期
第2四半期

連結会計期間

第110期
第2四半期

連結会計期間

会計期間
自 2022年7月 1日
至 2022年9月30日

自 2023年7月 1日
至 2023年9月30日

1株当たり四半期純利益
又は1株当たり四半期純損失(△)

(円) △22.57 12.54
 

(注)　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 
２ 【事業の内容】

当第2四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第2四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第2四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

 

(1) 経営成績の状況

当第2四半期連結累計期間の経営環境は、世界的なインフレの長期化や、各国の金融引き締めによる海外景気の下

振れ懸念等、先行き不透明な状況が続いています。

このような状況の中、当社グループは、国内において2025年度から予定されている次世代スマートメーターの導

入や国内外でのソリューション・サービスの拡大などへ向けて、中期経営計画の重点戦略である「スマートメー

ターを活用した付加価値創出とエネルギー・ソリューションの拡大」、「コアとなる新製品・新事業の創出」、

「利益を重視したグローバル成長」、「グループ経営基盤の強化」、「大崎電気グループの意識改革」を推進して

います。

国内計測制御事業については、前年同期と比較して、スマートメーター事業の増収により、売上高は前年同期比

3.1％増の25,022百万円となりました。利益面においては、製品構成の一時的な変動等により、営業利益は前年同期

比63.6％増の1,903百万円となりました。

海外計測制御事業については、前年同期と比較して、英国向けの出荷が電子部材調達環境の好転により増加した

ことに加えて、オセアニア向けの出荷も増加したこと等により、売上高は前年同期比33.5％増の19,559百万円とな

りました。利益面においては、増収に加えて、調達難により高騰していた電子部材価格の落ち着き等により、営業

利益は276百万円（前年同期は777百万円の損失）となりました。

不動産事業については、売上高は前年同期比1.8％増の287百万円、営業利益は前年同期比11.5％増の157百万円と

なりました。

なお、製造装置事業については、前第２四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であった大崎エンジニ

アリング株式会社を売却したことに伴い、報告セグメントから除外しております。

これらの結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は前年同期比11.7％増の44,174百万円、営業利益は前年同期比

334.4％増の2,325百万円、経常利益は前年同期比593.5％増の2,415百万円となりました。親会社株主に帰属する四

半期純利益は前年同期比30.2％増の1,356百万円となりました。
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　＜連結業績＞

 （単位：百万円） 
 2023年3月期

第2四半期
2024年3月期
第2四半期

増減額 増減率

売上高 39,562 44,174 4,612 ＋11.7％

 国内計測制御事業 24,276 25,022 745 ＋3.1％

 海外計測制御事業 14,647 19,559 4,912 ＋33.5％

 製造装置事業 761 － △761 －

 不動産事業 282 287 5 ＋1.8％

 調整額 △405 △695 △289 －

営業利益 535 2,325 1,790 ＋334.4％

 国内計測制御事業 1,163 1,903 739 ＋63.6％

 海外計測制御事業 △777 276 1,053 －

 製造装置事業 9 － △9 －

 不動産事業 141 157 16 ＋11.5％

 調整額 △1 △10 △9 －

経常利益 348 2,415 2,067 ＋593.5％

親会社株主に帰属
する四半期純利益

1,041 1,356 315 ＋30.2％
 

 

 
(2) 財政状態の状況

　当第2四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金が2,699百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が

3,348百万円それぞれ減少しましたが、棚卸資産が5,040百万円、投資有価証券が1,233百万円それぞれ増加したこと

等により、前連結会計年度末と比較して39百万円増加し、93,307百万円となりました。

　負債は、支払手形及び買掛金・電子記録債務が1,384百万円、未払法人税等が383百万円それぞれ減少したこと等

により、前連結会計年度末と比較して1,626百万円減少し、33,012百万円となりました。

　純資産は、利益剰余金が888百万円、その他有価証券評価差額金が894百万円それぞれ増加したこと等により、前

連結会計年度末と比較して1,665百万円増加し、60,295百万円となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、前年度末に比べ

2,952百万円減少し、9,766百万円となりました。

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益2,400百万円、減価償却費1,131百万円、売

上債権の減少額4,008百万円等の資金増加要因が、棚卸資産の増加額4,114百万円、仕入債務の減少額1,621百万円

等の資金減少要因を上回ったことにより535百万円の資金増加（前年同期比1,646百万円の収入減）となりまし

た。

 

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出614百万円、デリバティブ取引による支

出1,006百万円等の資金減少要因により1,640百万円の資金減少（前年同期比2,916百万円の収入減）となりまし

た。

 

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純減少額684百万円、配当金の支払額467百万円、非支配

株主への配当金の支払額616百万円等の資金減少要因により1,896百万円の資金減少（前年同期比4,703百万円の支

出減）となりました。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第2四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更、及び新たに生じた課題

はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第2四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は1,583百万円であります。

なお、当第2四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第2四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第2四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年9月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 49,267,180 49,267,180
東京証券取引所
プライム市場

　　単元株式数は100株で
　　あります。

計 49,267,180 49,267,180 ― ―
 

(注)　提出日現在発行数には、2023年11月1日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株式数は含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　　該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

　2023年7月 1日～
2023年9月30日

― 49,267,180 ― 7,965 ― 8,047
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(5) 【大株主の状況】

2023年9月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町2丁目11番3号 6,071 12.94

THE HONGKONG AND SHANGHAI　
BANKING CORPORATION LTD -
SINGAPORE BRANCH PRIVATE
BANKING DIVISION CLIENTS A/C
8221-623793
(常任代理人　香港上海銀行東京支
店)

10 MARINA BOULEVARD #48-01 MARINA BAY
FINANCIAL CENTRE SINGPORE 018983
(東京都中央区日本橋3丁目11－1）

5,213 11.11

株式会社日本カストディ銀行
（信託口）

東京都中央区晴海1丁目8－12 2,414 5.14

大崎電気工業取引先持株会
東京都品川区東五反田2丁目10－2　　
東五反田スクエア

1,796 3.82

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2丁目7番1号 1,552 3.30

九電テクノシステムズ株式会社 福岡県福岡市南区清水4丁目19－18 1,389 2.96

渡辺佳英 東京都港区 1,240 2.64

富国生命保険相互会社
(常任代理人 株式会社日本カスト
ディ銀行) 

東京都千代田区内幸町2丁目2－2
(東京都中央区晴海1丁目8番12号) 

1,104 2.35

関西電力株式会社 大阪府大阪市北区中之島3丁目6－16 1,000 2.13

あいおいニッセイ同和損害保険株
式会社

東京都渋谷区恵比寿1丁目28番1号 800 1.70

計 ― 22,581 48.13
 

 (注)　次の法人の大量保有報告書または変更報告書が公衆の縦覧に供され、以下のとおり株式を保有している旨の

記載がなされておりますが、当社として2023年9月30日現在における当該法人名義の実質所有株式数の全部ま

たは一部の確認ができませんので、上記「大株主の状況」では考慮しておりません。

 
 
2021年5月12日付変更報告書（報告義務発生日 2021年4月30日）

提出者
保有株券等
の数(千株)

株券等保有割合
(％)

ノルウェー銀行 1,974 4.01
 

 
　2021年9月16日付変更報告書（報告義務発生日 2021年9月13日）

提出者
保有株券等
の数(千株)

株券等保有割合
(％)

ＢＮＹメロン・インベストメント・マネジメント・ジャパン株式会社 1,826 3.71
 

 
　2022年4月4日付大量保有報告書（報告義務発生日 2022年3月28日）

提出者及び共同保有者名
保有株券等
の数(千株)

株券等保有割合
(％)

GLOBAL MANAGEMENT PARTNERS LIMITED 5,392 10.94

計 5,392 10.94
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2022年4月18日付変更報告書（報告義務発生日 2022年4月11日）

提出者及び共同保有者名
保有株券等
の数(千株)

株券等保有割合
(％)

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 1,552 3.15

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 1,309 2.66

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社 389 0.79

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社 66 0.13

計 3,317 6.73
 

 
2023年3月22日付大量保有報告書（報告義務発生日 2023年3月15日）

提出者及び共同保有者名
保有株券等
の数(千株)

株券等保有割合
(％)

三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社 1,790 3.63

日興アセットマネジメント株式会社 678 1.38

計 2,468 5.01
 

（注）2023年11月1日からこの四半期報告書提出日までに提出された大量保有報告書、変更報告書は記載してお

　　　りません。

 
(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2023年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,353,300
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

468,887 ―
46,888,700

単元未満株式
普通株式

― 1単元（100株）未満の株式
25,180

発行済株式総数 49,267,180 ― ―

総株主の議決権 ― 468,887 ―
 

 
② 【自己株式等】

2023年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
大崎電気工業株式会社

東京都品川区東五反田
2丁目10番2号

2,353,300 ― 2,353,300 4.77

計 ― 2,353,300 ― 2,353,300 4.77
 

（注）2023年7月18日付の取締役会決議により、譲渡制限付株式報酬として、2023年8月3日付で自己株式

111,373株の処分をしております。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2023年７月１日から2023年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、RSM清和監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 9,171 6,471

  預け金 4,611 3,342

  受取手形、売掛金及び契約資産 20,495 ※1  17,147

  商品及び製品 7,775 10,006

  仕掛品 2,673 3,277

  原材料及び貯蔵品 8,626 10,833

  その他 3,778 3,936

  貸倒引当金 △514 △475

  流動資産合計 56,618 54,538

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 8,339 8,188

   土地 12,090 12,099

   その他（純額） 5,072 5,008

   有形固定資産合計 25,502 25,297

  無形固定資産 735 682

  投資その他の資産   

   投資有価証券 5,660 6,894

   退職給付に係る資産 1,571 1,566

   その他 3,183 4,331

   貸倒引当金 △3 △3

   投資その他の資産合計 10,412 12,788

  固定資産合計 36,649 38,769

 資産合計 93,268 93,307
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 8,172 ※1  7,332

  電子記録債務 3,799 3,255

  短期借入金 2,864 2,394

  未払法人税等 904 520

  賞与引当金 1,543 1,537

  役員賞与引当金 39 53

  関係会社整理損失引当金 14 ―

  製品保証引当金 576 441

  その他 7,092 7,055

  流動負債合計 25,008 22,590

 固定負債   

  長期借入金 2,642 2,886

  役員退職慰労引当金 47 50

  修繕引当金 28 31

  退職給付に係る負債 2,404 2,406

  繰延税金負債 2,209 2,591

  その他 2,298 2,455

  固定負債合計 9,630 10,421

 負債合計 34,638 33,012

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 7,965 7,965

  資本剰余金 8,759 8,762

  利益剰余金 26,033 26,922

  自己株式 △1,254 △1,198

  株主資本合計 41,503 42,452

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,423 2,317

  為替換算調整勘定 2,510 2,673

  退職給付に係る調整累計額 496 450

  その他の包括利益累計額合計 4,430 5,442

 新株予約権 466 466

 非支配株主持分 12,228 11,933

 純資産合計 58,629 60,295

負債純資産合計 93,268 93,307
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 39,562 44,174

売上原価 31,318 33,952

売上総利益 8,244 10,222

販売費及び一般管理費 ※1  7,708 ※1  7,896

営業利益 535 2,325

営業外収益   

 受取利息 10 20

 受取配当金 129 195

 その他 86 87

 営業外収益合計 226 303

営業外費用   

 支払利息 75 92

 為替差損 308 88

 その他 29 31

 営業外費用合計 413 213

経常利益 348 2,415

特別利益   

 固定資産売却益 ※2  306 ―

 関係会社株式売却益 ※3  1,830 ―

 特別利益合計 2,137 ―

特別損失   

 関係会社株式売却損 ※4  580 ※4  15

 特別損失合計 580 15

税金等調整前四半期純利益 1,905 2,400

法人税、住民税及び事業税 469 686

法人税等調整額 103 35

法人税等合計 572 721

四半期純利益 1,332 1,678

非支配株主に帰属する四半期純利益 290 321

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,041 1,356
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 1,332 1,678

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △24 894

 為替換算調整勘定 794 162

 退職給付に係る調整額 △51 △45

 その他の包括利益合計 718 1,011

四半期包括利益 2,051 2,690

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,760 2,368

 非支配株主に係る四半期包括利益 290 321
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,905 2,400

 減価償却費 1,279 1,131

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △16 △77

 賞与引当金の増減額（△は減少） △138 △35

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △17 12

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △48 △135

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2 2

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 0 1

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △38 △40

 受取利息及び受取配当金 △140 △215

 支払利息 75 92

 固定資産売却損益（△は益） △306 △1

 関係会社株式売却損益（△は益） △1,250 15

 売上債権の増減額（△は増加） 4,237 4,008

 棚卸資産の増減額（△は増加） △1,549 △4,114

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,248 △1,621

 その他 △195 33

 小計 2,551 1,457

 利息及び配当金の受取額 141 216

 利息の支払額 △75 △94

 法人税等の支払額 △435 △1,044

 営業活動によるキャッシュ・フロー 2,181 535

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △954 △614

 有形固定資産の売却による収入 615 62

 無形固定資産の取得による支出 △83 △80

 長期預け金の預入による支出 ― △1,000

 長期預け金の払戻による収入 ― 1,000

 デリバティブ取引による支出 △1,793 △1,006

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

― △25

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

3,481 ―

 その他 8 23

 投資活動によるキャッシュ・フロー 1,275 △1,640

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） ― △684

 長期借入れによる収入 2,462 ―

 長期借入金の返済による支出 △7,388 ―

 配当金の支払額 △482 △467

 非支配株主への配当金の支払額 △528 △616

 自己株式の取得による支出 △514 ―

 その他 △148 △128

 財務活動によるキャッシュ・フロー △6,600 △1,896

現金及び現金同等物に係る換算差額 736 50

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,407 △2,952

現金及び現金同等物の期首残高 15,335 12,718

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  12,927 ※1  9,766
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2023年3月31日)

当第2四半期連結会計期間
(2023年9月30日)

受取手形 ―百万円 71百万円

支払手形 ― 54
 

 
(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第2四半期連結累計期間
(自 2022年4月 1日
至 2022年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自 2023年4月 1日
至 2023年9月30日)

従業員給料手当・賞与 2,375百万円 2,392百万円

賞与引当金繰入額 524 529 

退職給付費用 93 102 

研究開発費 1,528 1,583 
 

 
※２　固定資産売却益

前第２四半期連結累計期間（自　2022年4月1日　至　2022年9月30日）

当社の連結子会社(孫会社)である EDMI Limited(以下「EDMI」という)が100％所有する Quantum Automation Pte

Ltd(以下「QA」という)の全株式を譲渡したことに伴い、QAが本社として使用している建物等不動産をEDMIからQAへ

売却したことによるものであります。

 
※３　関係会社株式売却益

　　　前第２四半期連結累計期間（自　2022年4月1日　至　2022年9月30日）

　　当社の連結子会社(孫会社)である EDMI Limitedが100％所有する Quantum Automation Pte Ltdの株式譲渡による

ものであります。

 
※４　関係会社株式売却損

前第２四半期連結累計期間（自　2022年4月1日　至　2022年9月30日）

　　当社の連結子会社である大崎エンジニアリング株式会社の株式譲渡によるものであります。

 
当第２四半期連結累計期間（自　2023年4月1日　至　2023年9月30日）

当社の連結子会社(孫会社)である EDMI Limitedが100％所有する子会社の株式譲渡によるものであります。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第2四半期連結累計期間
(自 2022年4月 1日
至 2022年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自 2023年4月 1日
至 2023年9月30日)

現金及び預金 9,458百万円 6,471百万円

預け金 4,584 3,342

計 14,042百万円 9,813百万円

預入期間が3か月超の定期預金 △115 △46

預入期間が3か月超の預け金 △1,000 ―

計 △1,115 △46

現金及び現金同等物 12,927 9,766
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(株主資本等関係)

前第2四半期連結累計期間(自　2022年4月1日　至　2022年9月30日)

 

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年6月28日
定時株主総会

普通株式 482 10.00 2022年3月31日 2022年6月29日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第2四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第2四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年11月8日
取締役会

普通株式 474 10.00 2022年9月30日 2022年12月5日 利益剰余金
 

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

 

当第2四半期連結累計期間(自　2023年4月1日　至　2023年9月30日)

 

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年6月28日
定時株主総会

普通株式 468 10.00 2023年3月31日 2023年6月29日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第2四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第2四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年11月7日
取締役会

普通株式 469 10.00 2023年9月30日 2023年12月5日 利益剰余金
 

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第2四半期連結累計期間(自 2022年4月1日 至 2022年9月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 
報告セグメント

調整額
(注)

四半期連結
損益計算書
計上額

国内計測
制御事業

海外計測
制御事業

製造装置
事業

不動産
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 24,265 14,307 759 229 39,562 ― 39,562

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

11 339 1 52 405 △405 ―

計 24,276 14,647 761 282 39,968 △405 39,562

セグメント利益又は損失(△)
(営業利益又は営業損失(△))

1,163 △777 9 141 537 △1 535
 

(注)　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
Ⅱ 当第2四半期連結累計期間(自 2023年4月1日 至 2023年9月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 
報告セグメント

調整額
(注)

四半期連結
損益計算書
計上額

国内計測
制御事業

海外計測
制御事業

不動産
事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 25,012 18,927 235 44,174 ― 44,174

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

10 632 52 695 △695 ―

計 25,022 19,559 287 44,870 △695 44,174

セグメント利益(営業利益) 1,903 276 157 2,336 △10 2,325
 

(注)　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

 

２　報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度において報告セグメントの「製造装置事業」に区分されておりました大崎エンジニアリング株式

会社は、2022年9月30日をもって売却したことにより、連結の範囲から除外しております。

これにより、第1四半期連結会計期間より「製造装置事業」を廃止しております。

 
３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第2四半期連結累計期間（自　2022年4月1日 至　2022年9月30日）

   (単位：百万円)

 

 報告セグメント

合計国内計測
制御事業

海外計測
制御事業

製造装置
 事業

 不動産
 事業

日本 24,265 ― 577 ― 24,843

オセアニア ― 6,002 ― ― 6,002

ヨーロッパ ― 4,688 12 ― 4,701

アジア ― 2,822 169 ― 2,991

その他 ― 793 ― ― 793

顧客との契約から生じる収益 24,265 14,307 759 ― 39,332

その他の収益 ― ― ― 229 229

外部顧客への売上高 24,265 14,307 759 229 39,562
 

 

当第2四半期連結累計期間（自　2023年4月1日 至　2023年9月30日）

   (単位：百万円)

 

 報告セグメント

合計国内計測
制御事業

海外計測
制御事業

 不動産
 事業

日本 25,012 ― ― 25,012

オセアニア ― 7,771 ― 7,771

ヨーロッパ ― 7,839 ― 7,839

アジア 0 2,601 ― 2,601

その他 ― 715 ― 715

顧客との契約から生じる収益 25,012 18,927 ― 43,939

その他の収益 ― ― 235 235

外部顧客への売上高 25,012 18,927 235 44,174
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(1株当たり情報)

1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。

 

 
前第2四半期連結累計期間
(自 2022年4月 1日
至 2022年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自 2023年4月 1日
至 2023年9月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 21円83銭 28円97銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 1,041 1,356

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

1,041 1,356

   普通株式の期中平均株式数(千株) 47,728 46,838

(2) 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益 21円47銭 28円51銭

　　(算定上の基礎)   

 　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) ― ―

　　普通株式増加数(株) 797 762

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―
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２ 【その他】

第110期(2023年4月1日から2024年3月31日まで)中間配当について、2023年11月7日開催の取締役会において、2023年

9月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                                    469百万円

② １株当たりの金額                         　　　 10円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日    　 2023年12月5日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年11月14日

大崎電気工業株式会社

取締役会  御中

 

RSM清和監査法人

東京事務所
 

 

指 定 社 員

業務執行社員
公認会計士 筧　　　　　悦　　生 印

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
公認会計士 村　　山　　大　　二 印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大崎電気工業株

式会社の2023年4月1日から2024年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2023年7月1日から2023年9月30

日まで）及び第2四半期連結累計期間（2023年4月1日から2023年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大崎電気工業株式会社及び連結子会社の2023年9月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以 上

 
 

（注）１　上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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